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このたびの選挙において日本行動計量学

会の理事長に再選され、その責任の重大さ

をひしひしと感じております。これからの

３年間、理事・監事の方々と力を合わせ、誠

心誠意、学会の運営に当たろうと思ってお

りますので、引き続きよろしくお願い申し

上げます。

さて、３月の新理事による臨時理事会で

理事長選挙・追加理事の選定を行い、４月

の第１回理事会で委員長・事務局などの理

事の担務を決定し、つづく５月の第２回理

事会で各委員会の委員選出が進み、新しい

陣営による運営が始まりました。会員の

方々にもいろいろな側面でお願いがあるか

と思いますが、ご協力下さいますようよろ

しくお願い致します。

これまで学会では、和文誌・欧文誌・会

報などの出版物、大会・チュートリアル・シ

ンポジウム・合宿セミナー・小グループ＆

地域部会などの会合、そしてホームページ

を通じての広報を実施して参りました。こ

れら諸企画には多くの会員が参加され、活

発な研究活動を通じて、“行動計量学的思

考”を啓蒙して参りました。いつの頃から

理事長に再選されて
杉山明子

か「面倒見の良い学会」という評判が立ち、

新しい会員の増加を齎しております。

本学会は３０年前に伝統的学問の境界を

越えた学際的学会を志向してスタートしま

した。当時はこの種の学会は数少なかった

のですが、その後多くの複合的・学際的学

会ができ、一方専門分野を限った学会も増

えております。これに対して、近年、心理

学、統計学、社会学、情報学などの学問領

域ごとに、関連学会が纏まって「連合大会

を行う」「出版物を出す」「資格を与える」な

どの動きが盛んになっております。どの領

域にも該当する本学会としては、これらの

学会連合の動きにどう関わるかが課題と

なって参りました。

さらに、学会員を取り巻く研究環境も、

情報化の進展に伴って急速に変化して参り

ました。この３０年間に培った学会運営

（会合・出版物・広報）の方法を、新しい時

代にいかに対応させるかも課題です。さら

に、会員制度、選挙制度についても改めて

検討し、学会運営の活性化を計りたいと

思っております。

（日本行動計量学会理事長）
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和文誌編集委員会・編集委員長
吉野諒三

21世紀を迎え、政治の世界は国際関係の構図が
大きく変わり、従来の社会システムから高度情報社
会に適合した新たなシステム構築への過渡期にあ
り、混沌の中にある。これに平行して、学問の世界
にも新たな時代への過渡期の混乱が見られる。「行
動計量学」が1973年に林知己夫氏を中心とする勉強
会の若手メンバーの御尽力により、林氏を会長とし
て、世の中に登場して以来、30年になろうとしてい
る。林氏は、ご承知のように、惜しくも昨夏、逝去
されたが、臨終の床においても、なおかつ、研究の
進展を止めることはなかった。
戦後日本の実践的統計学の歴史は、林氏の人生

とかなり重なる。ライスリポート（1947）の「独立
した統計学科の設立」勧告の流れの中で、理論と実
践を結びつける意義で統計数理研究所では社会科学
部が新設された。林氏は、1946年12月に入所後、そ
こに配属され、世論調査や選挙予測研究等で日本を
リードして来た。この間に、統計学と戦後民主主義
の要が緊密に結びつき、また「統計数理」という実
践的哲学が水野坦とともに生み出されて行ったので
ある。
その後、まず「仮釈放」についての共同研究で数

量化Ⅱ類が、また日本の公用語のローマ字化政策検
討のために実施された「日本人の読み書き能力調
査」（1948年8月文部省）においてⅠ類、さらに「国
鉄保線員調査」におけるソシオメトリー研究の中で
Ⅳ類、そして商業デザイン研究の中でⅢ類が生み出
された。林氏はこの様に、現実の世の中で緊急に解
決を迫られている諸課題を解決するために，多分野
の研究者とともに、しかし既存の方法論の制約に縛
られることなく実践的統計手法を開発するというス
タイルを確立し、1973年には若手の計量心理学者た
ちが中心となり、林氏を理事長として「日本行動計
量学会」を発足させたのであった。
「統計数理」、「数量化」、「行動計量学」として成
長してきた統計の実践的哲学は、今日「データの科
学」として結晶化されつつある。一方で1970年以降、
林氏は「国民性の国際比較調査」へと向かい、「計量
的文明論」を確立し、世界の平和の創造、維持、発
展のために貢献するという課題に取り組んできてい
た。この過程で、勿論、林氏の貢献は大きいが、実
は、林氏はその都度、各分野の有能な研究パート
ナーを発掘し、それらの人々の知恵を例えば「林の
数量化」という名目の下に具現化してきたのであっ
た。

編集委員長
繁桝算男

もう一度、編集委員長をやることになりました。
学会誌は、申すまでもなく、学会の知的活動の要

にあります。行動計量学会の二つの研究雑誌の出版
を定期的に行うことは当然のこととして、質的にも
ますます高水準に持っていきたいと考えます。行動
計量学会は、二つの研究雑誌にそれぞれの編集委員
長を持つというユニークな体制をとっており、実質
的な編集のご苦労は、それぞれの編集委員長が担っ
てくださっています。その分、私は編集の日々の苦
労からやや距離をおいていることができる立場にい
ますので、大局的な見地から、さらに良くする方策
について考え、各編集委員長と話し合い、実際に行
動に移していきたいと思っています。会員の皆様か
らは、いろいろなご意見をいただければ幸いです。

訃報

九州大学名誉教授工藤昭夫先生が、現地時間2月
3日、肺炎のため滞在先の中国吉林省長春市でご逝
去されました。享年74歳でした。工藤昭夫先生は、
1985年から1990年まで和文誌編集委員を務められ
ました。謹んで哀悼の意を表します。

新委員長・担当理事ご挨拶

新理事長・委員長・担当理事

理事長 杉山明子
組織検討委員会委員長 飽戸 弘
編集委員会委員長 繁桝算男
和文誌編集委員会委員長 吉野諒三
欧文誌編集委員会委員長 前川眞一
運営委員会委員長 山岡和枝
広報委員会委員長 菊地賢一
大会担当委員会委員長 岡太彬訓
学会史担当理事 柳井晴夫
名誉会員担当理事 岩崎 学
事務局（庶務・会計担当理事） 馬場康維
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運営委員会活動
運営委員長 山岡和枝

このたび、２期目の運営委員長を務めさせてい
ただくことになりました。前期には運営委員の方々
の積極的な活動に支えられ、シンポジウム、講習会、
チュートリアルセミナー、合宿セミナーなどが開催
されました。そして研究会活動もこれまでの小グ
ループ研究会以外に地域部会が立ち上げられ、今後
の活発な活動が期待されるところです。
運営委員会は学会の様々な活動に深く関係し、

学会の活性化に役立つという重要な役目を持ってお
ります。今期もさらに研究活動を少しでも深めるこ
とができるよう、運営委員会と理事会との架け橋と
して務めて参りたいと考えております。もし、なに
か学会活動に対してこういうセミナーをやってほし
い、行いたい、などのご要望、あるいは運営に対す
るご意見などがございましたら、是非お聴かせ下さ
い。会員の皆様の積極的なご参加を是非お願いした
いと思います。

大会担当委員会委員長を
お引き受けして
岡太彬訓（立教大学社会学部）

この度、大会担当委員会委員長をお引き受けさ
せて頂きました。昨期までは、大会担当理事という
ことで、岩坪先生のお一人のご担当でしたが、今期
からは委員会形式とさせていただきました。大会の
ありかたなどを従来よりももう少し広い視野で検討
させていただくためです。大会担当は、毎年度の大
会開催校を理事会に提案することがその主要な役割
です。しかし、大会開催には、それ以外により長期
的な視点から検討を要すると思われるさまざまな点

このように、行動計量学は現実の世の中で直面
している重要な課題を解決するために、その都度、
その課題に適した統計的方法論を編み出し、それを
学として整理し、さらに広い範囲に拡張、応用する
というスタイルで発展を続けてきた。
狭義の「林」の数量化の理論的発展は、もうない。

しかし、現実の課題解決のための学問としての林哲
学の神髄は、今後も、少なくとも行動計量学会が創
設時の精神を失わない限り、発展し続けるであろ
う。その発展の中となる場が、行動計量学会誌であ
る。その不変であるべき精神を守るために、時代の
変化に対応して迅速に修正していかねばならない事
柄もあろう。会員諸氏の御協力、御尽力を願いたい。

があるように思います。例えば、大会開催校が限定
されていること（昨年まで30回の大会開催で同一校
が3回、2回と開催しています）、統計関連学会との
同時開催など、大会のテーマの継続性、等々です。大
会開催の形式や形態を検討し、より広範囲な会員の
大会への参加が期待できるようになれば、さまざま
な地域、年代、分野に学会の活動が拡がることにな
るのではないかと思います。そして、このような活
動の拡がりを、学会の活性化につなげるべく、微力
を尽くしたいと考えております。会員の皆様のご支
援を、どうぞよろしくお願いいたします。

学会史担当理事から

日本行動計量学会第1回大会（第1回行動計量学
大会、と呼ばれた）は、昨年逝去された林知己夫委
員長を大会委員長として1973年9月3日より6日ま
での4日間開催されたが、その初日に行なわれた総
会によって、会則が承認され、15人の理事からなる
理事会が林知己夫氏を理事長として選出し、学会が
発足した。第1回大会の一般発表は52件、この他に、
林委員長の司会のもとでパネルディスカッション
「人間研究と行動計量」において7名の演者が講演さ
れた（この内容は雑誌「数理科学」1974年2月号に
特集として掲載されている）。なお、この大会の特別
講演の一つとして、当時話題になっていた「カタス
トロフィー理論」についての講演を早大の野口広先
生に依頼したが、大会会場の統計数理研究所の講堂
が超満員になるという盛況であった。1974年になる
と林編集委員長のもとで結成された和文誌編集委員
会が「行動計量学」第1巻第1号を1974年 3月に、
欧文誌編集委員会が「Behaviormetrika」（No.1） を
1974年 7月に発行し、現在に至っている。さらに、
理事会の他に運営委員会が設定され、月例シンポジ
ウム、講演会、会報の発行など、精力的に活動を開
始した。
第2～第4回大会は統計数理研究所、青山学院大

学、東京大学で行なわれたが、その後、東京近辺（偶
数回）とそれ以外の地域（奇数回）で隔年に開催す
るという原則のもとに大会実施校が選定され、昨年
多摩大学で開催された大会で漸く第30回大会を迎
えたことになる。
以上、行動計量学会の第1回大会に関係した諸事

実を述べてきたが、この第1回大会が開催される以
前の4年間、すなわち、1969～1972年に、年1回ず
つ行動計量学シンポジウムが開催されており、これ
が行動計量学会の母体となっていたことを明記して
おく。こういった行動計量シンポジウム、行動計量
学会の歴史を整理し、それを和文誌「行動計量学」や
「会報」、さらには可能であれば、「行動計量学会30
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事務局をお引き受けして
馬場康維（統計数理研究所）

この四月から、学会の事務局を引き継ぐことに
なりました。学会歴が長いわりに、行動計量学会に
ついて熟知しているわけではありませんので、失敗
もするかもしれませんが、「会員ための学会」を念頭
において、私なりに学会の運営に携わって行きたい
と思っております。
国立学校の独立行政法人への転換、日本学術会

議の改革など、日本の学術研究、教育の環境も大き

年記念誌（仮称）」などを出版して客観的な記述を保
存しておく必要がある。草創期の活動の総括は、創
立30周年を迎えた本学会の新たな発展を期するた
めにも有効であろう。このためには、学会史担当理
事を中心とした委員会（学会史検討委員会（仮称））
を設置し、検討していく必要があると考えている。
委員会のメンバーとしては、学会設立当初からの会
員で学会設立時に理事、運営委員、編集委員等の役
員を務めて頂いた、岩坪秀一、丸山久美子、松原望、
池田央、杉山明子各氏、に依頼する予定である。

（柳井晴夫，大学入試センター）

く変わろうとしています。こういう時代にあって、
学会の役割も非常に重要なものになるに違いありま
せん。事務局として何かできるわけではありません
が、学会の学術団体としての活動がしやすいように
できるだけのことをしたいと思います。皆様のご支
援ご協力をよろしくお願いいたします。
前任者の村上征勝先生は9年間も事務局として学

会のために尽力されました。この間に学会の財政も
しっかりし、益々発展していますので、引き継ぐ私
も安心して引き継ぐことができます。これも村上さ
んのご努力のおかげと思います。村上さん長い間あ
りがとうございました。

第３１回大会に
ご参加ください

既にご案内いたしました通り、今年度の大会は、
９月３日（水）～５日（金）の日程で、名古屋市内
の名城大学で開催いたします。発表申し込みの期限
は、６月２０日（金）、抄録集の原稿締め切りは７月
２５日（金）です。発表をご予定の方、お忘れなく。
また、予定のなかった方々も、まだ十分間に合いま
すので、奮ってお申し込みください。また、特別セッ
ションの企画等も受け付けております。
今大会は、統計関連３学会との同時開催です。名

城大学のご好意で、新築間もない共同講義棟内に十
分なスペースを確保できました。空調が完備してい
ることはもちろん、プレゼンテーション関連の機器
も充実しております。また、統計関連３学会と共同
開催の懇親会場「タワー７５」（学内）からの眺望は
まさに絶景です。
なお、統計関連３学会と共同で、今回は本学会と

しては初めて保育室を設置いたします。お子さま連
れでのご参加もご検討ください。
大会に関する詳細は、ホームページ、

http://www.educa.nagoya-u.ac.jp/bsj2003
に掲載しておりますのでぜひ一度ご訪問ください。
発表申し込み等もホームページから直接可能です。
皆様と名古屋でお会いできることを、心から楽

しみにしております。
村上 隆（実行委員長：名古屋大学）

名誉会員担当
成蹊大学工学部 岩崎 学

2003年度からの新理事会において名誉会員担当
をおおせつかりました。私も50歳の大台に乗りとて
も若輩という年齢ではありませんが、名誉会員の
方々から見れば若輩に過ぎません。大変荷が重い役
目ではありますけれども、精一杯務めさせていただ
きます。
名誉会員というと第一線から退いたという印象

があり、あくまで現役にこだわられた林知己夫先生
は名誉会員に推挙されるのを辞退され続けていらっ
しゃいました。私自身、「名誉会員＝引退」という考
えを持っていません。むしろ、幅広い知識と見識を
持たれ、大所高所からだけでなく、自ら進んで学問
の牽引車となられるというイメージがあります。
現在の会則では名誉会員は理事会が推薦するこ

とになっています。私の専門は統計学で、幅広い行
動計量学のスペクトルの中のほんの一部に過ぎませ
ん。統計学の分野であれば名誉会員にふさわしい方
をお選びすることはできますが、それでは偏りを持
つ危険性があります。皆さんのご意見を賜り、広い
視野を持って任務を果たさせていただく所存です。
よろしくお願いいたします。
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和文誌編集委員会からのお知らせ

林知己夫先生の記念特集号のための論文募集
「行動計量学」が1973年に林知己夫氏を中心とす
る勉強会の若手メンバーの御尽力により、林氏を会
長として、世の中に登場して以来、30年になろうと
している。林氏は、ご承知のように、惜しくも昨夏、
逝去されたが、臨終の床においても、なおかつ、研
究の進展を止めることはなかった。
行動計量学は現実の世の中で直面している重要

な課題を解決するために、その都度、その課題に適
した統計的方法論が編み出され、それが学として整
理され、さらに広い範囲に拡張、応用されるという
スタイルで発展を続けてきた。この過程で、勿論、林

運営委員会からのお知らせ

★2003年度小グループ研究会・地域部会応募
結果
2003年度小グループ研究会・地域部会として次

の4つの研究会（新規1、継続3）が採択されました。

「好みの計量研究会」（代表：芳賀麻誉美、連絡先：
女子栄養大学食情報科学研究室、埼玉県坂戸市
千代田3-9-21、Tel & Fax：049-282-7332、E-mail：
mayanagi@eiyo.ac.jp）

「地理学における多次元尺度構成法の応用研究部会」
（代表：今泉 忠、連絡先：〒206-0022 多摩大学
経営情報学部、多摩市聖ヶ丘4-1-1、Tel：042-337-
7157、E-mail：imaizumi@tama.ac.jp）

「岡山地域部会」（代表：森 裕一、連絡先：岡山理科
大学総合情報学部社会情報学科、〒700-0005 岡
山市理大町1-1、Tel & Fax：086-256-9652、E-mail：
mori@soci.ous.ac.jp）

「東北行動計量学研究会」（代表：海野通郎、連絡先：
東北大学大学院文学研究科行動科学研究室、〒
980-8576（仙台市青葉区川内）、Tel：022-217-
6035、Fax：022-217-5972、
E-mail：umino@sal.tohoku.ac.jp）

★日本行動計量学会 第31回大会時 チュートリ
アルセミナー
運営委員会では日本行動計量学会第31回大会時

チュートリアルセミナーを9月3日午前中に開催す
る予定です。タイトル、参加申し込み方法などは順
次大会ホームページ等に掲載しますのでご覧下さ
い。

2002年度小グループ研究会・
地域部会の活動記録

☆「好みの計量研究会」
代表者：芳賀麻誉美
本研究会は人の抱く「好み」と物の持つ「魅力」

をキーワードとして、専門分野を限定しない学際的
研究会として発足し、本年度は末記の25名が会員と
して活動を行った。活動はメーリングリストを用い

氏の貢献は大きかったが、実は、林氏はその都度、各
分野の有能な研究パートナーを発掘し、それらの
人々の知恵を例えば「林の数量化」という名称の下
に具現化してきたのであった。
狭義の「林」の数量化の理論的発展は、もうない。

しかし、現実の課題解決のための学問としての林哲
学の神髄は、今後も、少なくとも行動計量学会が創
設時の精神を失わない限り、発展し続けるであろ
う。その発展の中となる場が、行動計量学会誌であ
る。その不変であるべき精神を守るために、これま
での時代に成し遂げられてきたことを踏まえ、新た
な時代を拓く議論の展開を望みたい。会員諸氏の御
協力、御尽力を願いたい。
今回の特集号に限らず、審査プロセスの迅速化、

省力化のため、今後、以下の方針で作業を進める。
例えば、投稿論文の審査プロセスの迅速化を念

頭におき、投稿者は編集委員会へ論文のハードコ
ピーを4部提出することになっていたが、ハードコ
ピー（少なくとも1セット）を郵送するとともにＰ
Ｃファイルを電子メイルに添えつけ提出することに
御協力願いたい。審査過程も、メイルの活用で迅速
化したい。
投稿論文の内容の審査に関しては、重要な点に

関して明白な数学的誤謬があったり、多重投稿やア
イデアの優先権や著作権に問題がない限り、多少粗
削りでも、どこかに時代の先端を切り拓く研究発展
への萌芽を持っているものを歓迎したい。また、新
たなデータ採集や方法論の報告だけでなく、現状の
広義の統計関連分野を批判して、新しい時代へ導く
木鐸を鳴らす檄文も歓迎します。一応、期限は本年
9月としますが、応募論文を今後、「特集号」以外の
通常号に掲載する可能性もあります。

論文送付先
郵便番号 106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
メイル送付先 yoshino@ism.ac.jp
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た日常的な議論と定例研究会の2つを柱として行っ
た。メーリングリストでは270通のメールが交換さ
れ、定例研究会は10回開催（うち1回は合宿形式で
開催）、29演題の報告が行われた。
また、夏季には「夏の特別研究会」として招待講

演を中心とする公開講演会を開催、4演題を紹介し、
参加者約50名を集める盛会となった。
本研究会ではまとまった研究だけでなく、研究

途上のものも報告として取り上げている。これによ
り、参加者から出た意見や助言を元に、より効果的
に研究を進めることが出来る点が特徴で、学会発表
や論文投稿といった成果につながりやすい。また、
参加研究員の専門分野が異なるため逆に相互協力の
下での共同研究も行いやすい環境にある。
こういった研究会の特徴もあって、第30回日本

行動計量学会大会では特別セッション2つを企画、
計8演題を研究成果として報告することができた。
定例研究会、特別研究会、成果発表会の3つを合

わせると、実質26名が発表者として研究会に参加
し、個々人の研究成果は関係学会各誌に投稿・掲載
された他、会員の書籍公刊にも結びついた。
来年度は、方法論の共有化・体系化を意識した書

籍出版のためのワーキング・グループの発足やより
大規模なシンポジウムの開催などを計画しており、
積極的な活動を展開していく予定である
＜研究会会員＞朝野熙彦、石原聖子、今井雅浩、上
野佳奈子、大澤幸生、方波見麻紀、黒木 学、小島隆
矢、讃井純一郎、小代禎彦、鈴木督久、田久浩志、谷
口麻子、椿 広計、豊田裕貴、仁科 健、芳賀麻誉美、
林 俊克、廣野元久、星野崇宏、町田明子、松田紀之、
丸山 玄、水野 誠、若林直子＜その他招待講演者＞
鶴見裕之、上田隆穂、柴田典子

☆「岡山地域部会」
代表者：森 裕一
行動計量学・岡山地域部会は、岡山県およびその

近隣地域の行動計量学に関する研究と研究者間の人
的交流を積極的に行うことを目的に発足した。発足
にあたって、中・四国の行動計量学会の会員約60名
と、岡山近隣の統計学にかかわる研究者に参加・協
力を呼びかけ、現在では、会員22名、非会員10名
が参加・協力者として登録いただいている。
年間の活動方針として、教育・心理系のテーマで

1回、医療系で1回、オムニバスで2回の計4回の研
究会をもつこととし、本年度は、下記の通り、活動
を行った。
第1回（2002年 7月6日（土）「行動計量学、そ

の実践と潮流」）は、発足趣旨の説明後、昨年度の日
本行動計量学会優秀賞受賞者の佐井至道先生（岡山
商大）、入試等と行動計量学との関係に関して林 篤
裕先生（大学入試センター）、日本行動計量学会をは

じめ統計関連各学会の役職を歴任され国際的にも活
躍されている田中 豊先生（岡山大）の各先生に初回
の記念講演をいただいた。第2回（2002年11月9日
（土）「心理学プロパーの方が抱えているデータ解析
上の問題を行動計量の立場から考えてみよう」）は、
吉村 宰先生（大学入試センター）にコーディネイト
していただき、寺澤孝文先生（岡山大）とともに教
育・心理の話題を、第3回（2002年11月25日（月）
「疫学方法論および生物統計関連の話題を中心とし
て」）では、山本英二先生（岡山理科大）にコーディ
ネイトしていただき、黒田正博先生（岡山理科大）と
ともに疫学・生物統計学の話題で研究会をもった。
また、第4回（2003年3月8日（土）「地域データの
分析手法とその応用」）では、岡山地域の若手を育て
ることを目的に学生セッションを設け、岡山大学と
岡山理科大学の学生10名が発表を行った（優秀賞1
名とプレゼン賞1名を表彰）。同時に、柳 貴久男先
生（岡山理科大）に全体レクチャーをお願いした。
以上の各研究会は、岡山統計研究会（会長：田中

豊）との共催としており、より広範な参加者を得て
の開催ができている。また、岡山地域部会のWeb
ページは、http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/で、
研究会の予定に加え、各講演の発表資料なども公開
している。

☆「東北行動計量学研究会」
代表者：海野道郎
〔目的〕この研究会は、日本行動計量学会の地域活動
の一環として、関係者の能力向上を支援しそれ
を通して行動計量学の発展と普及に資すること
を目的とする。

〔研究計画〕具体的には、次のような活動を行う。
（１）研究例会の開催、（２）勉強会の開催、（３）
行動計量学シンポジウムの開催（2002年度は開
催せず）。

〔研究活動の連絡〕個々の会合については、HP上に
掲載すると共に、会員の方々にメールでお知ら
せします。会員はまた、研究例会や勉強会を企画
することができます。詳しくは、
（http://www.sal.tohoku.ac.jp/behavsci/frame-j.html）
をご覧ください。

〔活動実績〕
１．研究例会
（１）2002年 10月 4日（金）14:20-16:10
神事直人（じんじ なおと：一橋大学経済学部
専任講師）「International Trade in Biotechnology
Products and Strategic Mandatory Labeling」
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関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。

＜学会大会等＞
☆ 第20回日本認知科学会大会
会　期：2003年 6月 6日（金）～8日（日）
会　場：電気通信大学（東京都調布市調布ヶ丘1-5-1）
照会先：認知科学2003事務局
〒182-8585 調布市調布ヶ丘1-5-1 電気通信大学内
Tel & Fax: 0424-43-5258（内海彰）
E-mail: jcss2003-qa@complex.hc.uec.ac.jp
URL: http://complex.hc.uec.ac.jp/JCSS2003/

☆ 第18回日本保健医療行動科学会学術大会
会　期：2003年 6月 21日（土）・22日（日）
大会長：石井拓男（東京歯科大学）
会　場：東京歯科大学
〒261-8502 千葉県千葉市美浜区真砂1-2-2
Tel: 043-270-3983

照会先：日本保健医療行動科学会事務局
〒272-0021 市川市八幡2-6-18-401
Tel: 047-332-0726, Fax: 047-332-5631
URL: http://homepage1.nifty.com/jahbs/

☆ 日本マーケティング・サイエンス学会第73回研
究大会
会　期：2003年 6月 27日（金）～29日（日）
（6月27日（金）：ベイズ統計チュートリアル・若

手研究者発表セッション）

（２）2002年 11月 26日（火）16:20-17:50
喩 維欣（Yu Wei-hsin：台湾・中央研究院社会
学研究所）「A Comparative Study of Gender
Stratification in Taiwan and Japan」，コメンテー
ター：尾嶋史章（同志社大学）

（３）2002年11月29日（金） 10:30-12:00
尾嶋史章（同志社大学文学部教授）「学校社会
学としての高校生研究の問題点」

（４）2003年 2月 18日（火）13:00-16:00
鬼頭 宏（上智大学経済学部教授）「歴史人口
学の考え方と方法」

２．勉強会
１）「多水準分析」（主催者：佐藤嘉倫）、２）「テ
キストデータの分析法」（主催者：木村邦博）、３）
社会階層研究会（主催者：原 純輔 ）、４）「環境
影響評価」（主催者：海野道郎）などを随時開催
した。

会　場：大阪大学経済学部講義棟・待兼山会館
（大阪大学豊中キャンパス）

照会先：学会事務局
〒530-0005 大阪市北区中之島6-2-27
中之島センタービル31F
Tel: 06-6448-7888, Fax: 06-6448-1073
E-mail: JIMS@geocities.co.jp
URL: http://www.geocities.co.jp/WallStreet/2348/jims/
jims_idx.htm

☆ 第29回日本看護研究学会学術集会
会　期：2003年 7月 24日（木）・25日（金）
会　長：早川和生（大阪大学医学部教授）
会　場：大阪国際会議場（大阪市）
照会先：大阪大学医学部保健学科
Tel & Fax: 06-6879-2550
E-mail: hayakawa@sahs.med.osaka-u.ac.jp

☆ 第35回日本医学教育学会総会および大会
会　期：2003年 7月 25日（金）・26日（土）
大会長：杉森 甫（佐賀医科大学学長）
会　場：佐賀県医師メディカルセンター（佐賀市）
照会先：佐賀医科大学附属病院総合診療部
Tel: 0952-34-3238, Fax: 0952-34-2029
E-mail: info-mededu@hospital.saga-med.ac.jp
URL: http://www.hospital.saga-med.ac.jp/mededu35/

☆ 日本看護学教育学会第13回学術集会
会　期：2003年 8月 2日（土）・3日（日）
会　長：田村正枝（長野県看護大学）
会　場：長野市ビックハットおよび若里市民文化ホー
ル（〒380-0922 長野県長野市若里3-22-2）

照会先：長野県看護大学
Fax: 0265-81-5271
URL: http://www.so-net.ne.jp/medipro/kangokyouiku/
index.html

☆ 日本教育心理学会第45回総会
会　期：2003年 8月 23日（土）～25日（月）
会　場：大阪国際会議場（グランキューブ大阪）
〒530-0005 大阪市北区中之島5-3-51

照会先：日本教育心理学会第45回総会準備委員会
〒582-8582 大阪府柏原市旭ヶ丘4-698-1
大阪教育大学教育学部教員養成課程学校教育講座
（心理学教室）

Tel & Fax: 0729-78-3471
E-mail: shinri@cc.osaka-kyoiku.ac.jp
URL: http://www.psy.osaka-kyoiku.ac.jp/jaep45/

☆ 2003年度統計関連学会連合大会
※日本統計学会、応用統計学会、日本計量生物学会の
3学会の連合大会。日本分類学会と日本計算機統計学
会が協賛する。日本行動計量学会第31回大会と同時期
同会場での開催。
会　期：2003年 9月 2日（火）～5日（金）
（9月2日はチュートリアル）

会　場：名城大学天白キャンパス
照会先：日本統計学会ホームページ
URL: http://www.jss.gr.jp
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☆ 日本心理学会第67回大会
会　期：2003年 9月 13日（土）～15日（月）
会　場：東京大学本郷キャンパス
照会先：日本心理学会第67回大会準備委員会
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
東京大学文学部心理学研究室内
Tel: 03-5841-3861, Fax: 03-5841-8969
E-mail: jpa2003@L.u-tokyo.ac.jp
URL: http://www.L.u-tokyo.ac.jp/jpa2003/

☆ 第4回日本認知言語学会（2003年度）全国大会
会　期：2003年 9月 14日（日）・15日（月）
会　場：明治学院大学（東京都港区高輪）
照会先：日本認知言語学会事務局
〒223-8521 横浜市港北区日吉4-1-1
慶應義塾大学新研究棟 辻 幸夫研究室気付
E-mail: jcla@nifty.com
URL: http://homepage2.nifty.com/jcla/

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ 電子情報通信学会・ニューロコンピューティング
研究会
会　期：2003年 7月 28日（月）・29日（火）
会　場：東京工業大学すずかけ台キャンパス大学会館
すずかけホール2階（横浜市緑区長津田4259）

特　集：テーマ「統計的学習理論」
内　容：通常講演の他，下記のチュートリアル講演有
り
多層パーセプトロン（萩原克幸・名工大）
カーネルマシン（赤穂昭太郎・産総研）
ベイジアンネットワーク（本村陽一・産総研）
アンサンブル学習（岡田真人・理研／科技団さき
がけ）

情報幾何学（村田 昇・早大）
統計的漸近理論（福水健次・統数研）
代数幾何入門（渡辺澄夫・東工大）

照会先：東京工業大学 渡辺澄夫
E-mail: swatanab@pi.titech.ac.jp
URL: http://www.ieice.org/iss/nc/jpn/index.html
http://watanabe-www.pi.titech.ac.jp/̃swatanab/
2003_7_28.html

☆ 日本オペレーションズ・リサーチ学会第50回シ
ンポジウム
会　期：2003年 9月 9日（火）
会　場：九州大学国際研究交流プラザ（西新プラザ）
（福岡市早良区西新2-16）

テーマ：「ORと数学」
照会先：九州大学大学院数理学研究院 川崎英文
〒812-8581 福岡市東区箱崎6-10-1
Tel: 092-642-2767
E-mail: kawasaki@math.kyushu-u.ac.jp
または学会事務局
〒112-0032 東京都文京区弥生2-4-16 学会センター
ビル

（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会
Tel: 03-3815-3351（代）, Fax: 03-3815-3352
URL: http://www.orsj.or.jp/index2.html

☆ 日本応用心理学会第70回大会
会　期：2003年 9月 5日（金）・6日（土）
会　場：流通科学大学（神戸市西区学園西町3-1）
照会先：日本応用心理学会第70回大会準備委員会
〒651-2188 兵庫県神戸市西区学園西町3-1
流通科学大学内
Tel: 078-794-3555
E-mail: jaap2003@red.umds.ac.jp
URL: http://www2.umds.ac.jp/sem/SemTMorishita/
jaap70th/

☆ 第19回ファジィシステムシンポジウム
～知と情の科学へ～
（日本行動計量学会協賛予定）
会　期：2003年 9月 8日（月）～10日（水）
会　場：大阪府立大学総合科学部1号館
（〒599-8531 堺市学園町1-1）

主　催：日本知能情報ファジィ学会（SOFT）
共　催：国際ファジィ学会（IFSA）
照会先：大会委員長 市橋秀友（大阪府立大学）
E-mail: ichi@ie.osakafu-u.ac.jp
URL: http://www.sip-ac.jp/fss2003/

☆ 日本神経回路学会第13回全国大会（JNNS2003）
会　期：2003年 9月 8日（月）～10日（水）
会　場：法政大学富士見校舎ポアソナードタワー26F
（東京都千代田区富士見2-17-1）

照会先：大会ホームページ
URL: http://jnns.nonlinear.k.hosei.ac.jp/

☆ 日本オペレーションズ・リサーチ学会2003年秋
季研究発表会
会　期：2003年 9月 10日（水）・11日（木）
会　場：福岡大学
（〒814-0180 福岡市城南区七隈8-19-1）

特別テーマ：「アジアに広がるOR」
照会先：E-mail: or_qshu-info@qbic.fukuoka-u.ac.jp
URL: http://or2003.econ.fukuoka-u.ac.jp/
または学会事務局
〒112-0032 東京都文京区弥生2-4-16 学会センター
ビル

（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会
Tel: 03-3815-3351（代）, Fax: 03-3815-3352
URL: http://www.orsj.or.jp/index2.html

☆ 日本看護技術学会第2回学術集会
会　期：2003年 9月 13日（土）・14日（日）
会　長：武田利明（岩手県立大学教授）
会　場：岩手県立大学（岩手県）
照会先：岩手県立大学看護学部内
日本看護技術学会第2回学術集会事務局
専用Tel: 070-5470-7338, Fax: 019-694-2201
E-mail: jsnas-iwate@iwate-pu.ac.jp
大会URL: http://www-nurs.iwate-pu.ac.jp/jsnas2nd/
JSNASindex.html

学会URL: http://homepage3.nifty.com/JSNAS/
index.html
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公募・求人情報

本コーナーでは計量的手法や統計学と関係が深
いと思われる公募を中心に紹介します。
なお、研究者の公募情報は、例えば「研究者人材

データベースシステム（JRECIN）」で参照すること
ができます。URLは下記の通りです。ご活用をお勧
めします。

http://jrecin.jst.go.jp/
JRECINのキーワード検索でヒットした公募等の

件数（5月上旬の数字）は、「行動」で14件、「計量」
で5件、「測定」で11件、「統計」で14件、「数理」
で18件、「社会学」で22件、「社会調査」で4件、「政
治学」で6件、「心理学」で24件、「認知」で8件、
「マーケティング」で6件、「看護学」で34件、「保
健学」で13件、「公衆衛生」で1件、などでした。
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
以下には上記JRECINに含まれていない公募情報

も掲載されている場合があります。原則として、本
学会に直接広報依頼のあった公募については詳細に
情報を記載します。

☆ 国立教育政策研究所
１．所属研究部・センター：教育課程研究センター基
礎研究部

２．官職および人員：文部科学教官研究員1名
３．採用予定日：2003年 10月 1日
４．応募期限：2003年 6月 10日（火）必着

５．応募資格・要件：（１）大規模教育調査（教育課程
実施状況調査、国際数学理科教育調査など）の設
計と分析に係わり、統計学的専門性と種々の統計
技法を活用して、我が国の教育政策の立案と評価
に資する研究を遂行する能力を有すること。なお、
データ処理を含む実務経験を有することが望まし
い。（２）初等中等教育カリキュラムに関心を有し、
共同で行う調査研究・事業等、および国際共同研
究への積極的な参加意欲を有すること。（３）大学
院修士課程を修了、もしくはそれと同等以上の研
究業績を有していること。（４）年齢は採用時に35
歳未満であること。

６．照会先：国立教育政策研究所 教育課程研究セン
ター基礎研究部長 三宅征夫
Tel: 03-5721-5077, E-mail: miyake@nier.go.jp
又は、同部主任研究官 小倉 康
Tel: 03-5721-5082, E-mail: ogura@nier.go.jp

☆ 早稲田大学文学部
１．募集領域：言語心理学（言語と思考、言語と認知、
言語と推論、言語とコミュニケーション、言語と
社会、言語と発達、言語と病理、言語と人工知能、
言語と神経、言語とロボット等のうちで言語を中
心とする研究領域）

２．採用人数：1名
３．採用職名：教授、助教授、または専任講師
４．担当予定科目：学部（第一文学部、第二文学部）お
よび大学院における言語心理学および心理学関連
科目（心理学実験演習を含む）

５．給与など待遇：本大学給与規程による
６．採用時期：2004年 4月 1日
７．応募資格：
（１）博士の学位を有する者
（２）学術著書を有する者（共著、分担執筆を含む）
（３）査読つき欧文雑誌に採択された学術論文（単

著または筆頭著者）を有する者
（４）着任予定日における年齢が満50歳以下の者

提出書類等の詳細は下記を参照：
http://www.littera.waseda.ac.jp/littera/li/kobo/01.html

応募期限：2003年 6月 30日（月）必着
照会先：〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1
早稲田大学第一・第二文学部人事委員会事務局
E-mail: bungaku-koubo@list.waseda.jp

☆ 九州大学大学院経済学研究院
１．担当科目・講座内容：確率モデル解析
（所属：経済学研究院経済工学部門数理情報講座）
講義科目：大学院経済学府の「確率モデル解析」
（経済学部では「統計解析」「数理統計」などの数
学関連科目、全学教育では基礎科学科目の「数学」）

２．採用職名：助教授
３．採用時期：平成16年 4月 1日
４．応募資格：博士学位取得者（取得見込みの者を含
む）、又は、それと同等以上の能力があると認めら
れる者。年齢は40歳（平成16年4月1日時点）以
下。経済経営の関連論文があること。

応募期限：平成15年 7月 31日（木）必着
照会先：経済学部庶務掛長
直通電話: 092-642-2437, Fax: 092-642-2434

＜日本で開催される国際会議＞
☆ 第34回国際シミュレーション＆ゲーミング学会
大会（ISAGA2003）
（日本行動計量学会後援行事）
会　期：2003年 8月 25日（月）～29日（金）
主　催：日本学術会議・日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会（JASAG）http://www.jasag.org/

会　場：かずさアカデミアパーク
（千葉県木更津市矢那1637）
URL: http://www.kap.co.jp/

テーマ：シミュレーション＆ゲーミングの社会的貢献
と責任

照会先：ISAGA2003組織委員会
〒223-0062 神奈川県横浜市港北区日吉本町1-4-24
科学技術融合振興財団（FOST）内
Tel: 045-562-5447, Fax: 045-562-6132
E-mail: secretary@isaga2003.org
URL: http://www.gamism.com/̃jasag/secretary/
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編集後記
皆様、第31回大会への参加申し込みはお済みで

しょうか。お済みでない方は、ぜひとも参加をご検
討ください。
前号のこの欄を引き継ぎのつもりで執筆いたし

ましたが、今期も私達3名が引き続き担当させてい
ただくことになりました。今後ともよろしくお願い
いたします。
広報活動に関してですが、今期のうちに、会員の

皆様向けに、メールによる情報提供を開始する予定
となっております。速報性の高い情報や、シンポジ
ウム、セミナーのご案内などをお知らせし、学会活
動をより活性化していきたいと思います。
なお、今号には、新しい役員の方々に、ご挨拶の

文面をいただきました。広報を担当している菊地を
はじめ、掲載されていない委員長、担当理事に関し
ましては、紙面の関係もあり、次号に掲載予定と
なっております。ご容赦ください。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2003年4月25日現在）
正会員 1041名
準会員 90名
名誉会員 5名
賛助会員 18社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

第 31回大会Webページ
http://www.educa.nagoya-u.ac.jp/bsj2003

会員の著書等

☆ 麻生英樹・津田宏治・村田 昇『パターン認識と
学習の統計学―新しい概念と手法―』（統計科学
のフロンティア6），岩波書店，2003年．

☆ 岩崎 学『不完全データの統計解析』エコノミス
ト社，2002年．

☆ 刈屋武昭・矢島美寛・田中勝人・竹内 啓『経済
時系列の統計―その数理的基礎―』（統計科学の
フロンティア8），岩波書店，2003年．

☆ 金 明哲・村上征勝・永田昌明・大津起夫・山西
健司『言語と心理の統計―ことばと行動の確率
モデルによる分析―』（統計科学のフロンティア
10），岩波書店，2003年．

☆ 松本正生　『｢世論調査｣のゆくえ』，中央公論新
社，2003年．

☆ 森 真・田中ゆかり『なっとくする統計』，講談社，
2003年．

☆ 豊田秀樹（編著）『共分散構造分析［技術編］―
構造方程式モデリング―』，朝倉書店，2003年．

☆ 上田尚一『講座 情報をよむ統計学8 主成分分析』，
朝倉書店，2003年．

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
e-mail: yoshino@ism.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒152-8552 目黒区大岡山2-12-1
東京工業大学 大学院社会理工学研究科
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
前川眞一
e-mail: mayekawa@hum.titech.ac.jp

★下記の通り、論文投稿先が変更になっております
ので、ご注意ください。


